
翼
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一
石
三
十
三
観
音
の
石
像
か
ら

1

11

(
石

仏

の

イ

コ

ノ

ロ
ジ

ー
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)

11

春
日
井

眞

英

(
1
)

は
じ
め
に

・
信
濃

と
奥

三
河

・
キ

リ
シ
タ

ン
と

の
関
わ
り

北
設
楽
に
は
子
供
を
抱
く
地
蔵
や
観
音

が
多
い
。
初
め
に
石
仏
に
興
味
を
持

っ

た
と
き
の
印
象
で
あ
る
。
し
か
も
十
字
架

を
持

っ
て
い
る
。
こ
れ
が
、
石
仏
か
ら

花
祭
の
問
題
を
探
ろ
う
と
し
て
い
た
と
き

の
こ
と
で
あ
る
。
石
仏
に
関
心
を
持
ち
、

　　
　
　
　

石
仏
と
十
字
架
の
組
み
合
わ
せ
に
異
質
さ
を
論
じ
た
が
、
十
字
架
は
石
工
の
技
量

に
よ
る
錫
杖
の
変
形

で
は
無
い
か

と
言
わ
れ
た
。
だ
が
、
今
で
は
十

字
架
は
石
工
の
意
識
的
な
も
の
だ

と
考
え
て
い
る
。
豊
田
市
稲
武

の

瑞
龍
寺

の
石
像
(図
①
)
、
碧
南
市

宝
珠
寺

の
翼
を
持

つ
観
音
像

(図

②
)
の
存
在
が
あ
る
が
、
そ
の
像
を
キ

リ
ス
ト
教
信
徒
の
精
神
的
拠
り
所
で
も

あ
る
天
使
と
解
す
る
か
ら
で
あ
る
。
石

仏
な
ど
を
彫
る
石
工
は
、

一
般
的
に
無

教
養
だ
と
さ
れ
て
い
る
が
、

(仏
教
的

な
)
儀
軌
に
沿
う
形
で
キ
リ
シ
タ
ン
的

表
現
を
試
み
て
い
た
と
考
え
て
い
る
。

霧
醗

…
石

瑞

{
型

町

図①エン

像 ・豊田

龍寺 く38

図②碧南市宝珠寺 翼 と

天衣を有する 〈77x27>

特

に

碧

南

市

宝

珠

寺

の
観

音

の

天

衣

の

意

匠

,
、、
.

七…
.
.,

、
,

像

謬

饒

監
無

綜
麟

錘

難
難
轡

戚鴎
天

「天
衣
」
を
翼
に
見
立

て
さ
せ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
碧
南
市
の
像
に
は
翼
も
天

衣
も
有
る
こ
と
か
ら
初
期

の
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
天
衣
を
翼
に
見
せ
る
工

夫
は
各
地
の
石
像
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
図
④
の
岡
崎
市
千
万
町
、

図
⑤
長
野
県
豊
科
町

の
天
衣

で
あ
り
、
さ
ら
に
図
⑥
の
伊
那
市
光
久
寺
と
図
⑦

の

愚
渓
寺
の
蝶
形
の
羽
は
天
衣
か
ら
「翼
」
へ
の
過
渡
期
に
当
た
り
、
稲
武

・
瑞
龍
寺

の
石
像
の
「
翼
」と
、
同
時
期

の
も
の
と
見
て
い
る
。
翼
と
天
衣
を
結
び

つ
け
る
理

由
は
神
戸
市
美
術
館
の

『
ザ
ビ

エ
ル
像
』
(図
⑧
)

の
天
使
像
に
あ
る
。
『
ザ
ビ

エ

ル
像
』
に
は
三
人
の
天
使
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
天
使
の
翼
は
首
の
辺
り
か

ら
出
て
い
る
。
肖
像
画
は
ザ
ビ
エ
ル
が
日
本
滞
在
の

(天
文
十
八

【
呂
お
】
年
～

二
十
年

口
㎝
α
昌
)

の
も
の
と
さ
れ
、
作
者
は
日
本
人
と
見
ら
れ
て
い
る
。

つ
ま

り
、
ザ
ビ
エ
ル
が
天
文
十
九
年
夏
に
鹿
児
島

に
上
陸
し
、
二
十
年
十

一
月
に
ゴ
ア

に
向
か
う
ま
で
の
も
の
と
な
る
。

こ
の
首

に
翼
を
持

つ
天
使
は
、
後
の
天
草
四
郎

の
陣
中
旗

(「
論
子
地
著
色
聖
体
秘
蹟
図
指
物
」
〈
天
草
キ
リ
シ
タ
ン
館
所
蔵
〉)

の
天
使
と
比
較
す
れ
ば
天
使
像

の
理
解
が
進
ん
で
い
る
。
陣
中
旗
は
島
原
の
乱
に
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分
布

用
い
ら
れ
た
か
ら
、
寛
永
十
四

(δ
G。心
)
年
で
あ
る
。
天
使
の
姿
は
、
ザ
ビ

エ
ル

の
画
か
ら
85
年
で
キ
リ
ス
ト
教
の
教
え
が
浸
透
し
た
と
言
え
る
。
こ
の
陣
中
旗
に

は
中
央
に
カ
リ
ス

(聖
杯
)
と
、
十
字
架

の
あ
る
ホ
ス
チ
ア

(聖
体
)
を
拝
む
二

わ

っ
て
い
た
の
が
キ
リ
ス
ト
教
に

関
心
を
有
し
た
僧
侶
達
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
後
で
も
触
れ
る
が
、

僧
侶
等

の
関
与
に
よ

っ
て
石
仏
は

飛
天
と
天
使
が
融
合
で
き
た
と
考

え
て
い
る
。

こ
こ
か
ら
、
巷
の
石

像
の
意
匠
が
問
題
に
な
る
。
基
本

的
に
は

マ
リ
ア
に
見
立

て
ら
れ
る

聖
観
音

に
は
天
衣
は
不
要
で
あ
ろ

う
が
、
中
に
は
天
衣
を
纏
う
も
の

も
あ
る
。
子
供
を
抱
く
観
音
は
天

衣
を
纏
わ
な
い
。
さ
ら
に
マ
タ
イ

伝

・
ル
カ
伝
の
話
を
彷
彿
と
さ
せ

　　
　
　
　

る
石
仏
や
、
木
喰

の
立
木
仏
等
が

問
題
と
な
る
。

筆
者

は
稲
武
の
瑞
龍
寺
の
石
像

を
、

エ
ン
ジ

ェ
ル

(天
使
)
と
見

立
て
い
る
が
年
代
は
不
明
で
あ
る
。

だ
が
、

こ
の
石
像
が
瑞
龍
寺
に
他

所
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
可
能
性
は

図④(左)千 万町の観音、図⑤(中)豊 科町石造文化財p86よ り。田沢中村 ・虚呈

(右)伊 那市 ・光久寺の観音 ・天衣の位置の高さに注目したい。図⑦(右 端)御

蝶の羽に似せている。

あ
る
。
稲
武
は
尾
張
、
三
河
か
ら
塩
を
信
州
に
も
た
ら
す
中
馬
街
道
の
要
衝
に
あ

る
。
そ
れ
故
に
各
地
か
ら
の
商
人
や
、
物
資
の
移
動
は
大
き
く
、
ま
た
碧
南
も
衣

浦
湾
に
面
し
た
湊
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
各

地
の
物
資
や
、
人
が
集

っ
た
。
こ
の
碧
南

の
宝
珠
寺
の
翼
と
天
衣
を
有
す
る
石
像
の

背
景
に
尾
張
藩
の
キ
リ
シ
タ

ン
政
策
を
考

　　
　
　
　

え
て
い
る
。
横
山
住
雄
は
そ
の
著
作
で
尾

張
の
キ
リ
シ
タ
ン
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
。

寛
永
十
六

(一①
ω⑩
)
年
に
犬
山
城
下
に

キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
令
の
札
が
立
て
ら
れ
。

寛
文
元

(目①
①
ド)
年
の
濃
尾
崩
れ
で
は

熱
田
円
通
寺
の
孤
舟
和
尚
ら
が
邪
宗
を

広
め
た
と
し
て
篠
島
に
流
さ
れ
て
い
る
。

碧
南
の
繁
栄
の
時
代
背
景
に
こ
の
よ
う

な

思
想
弾

圧
を
押

し
返

そ
う

と
し

た

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、

図⑧ザビエルの十字架の
先に天使 ・神戸市立美術
館

 

翼
と
天
衣
を
有
し
た
石
像
を
出
現
さ
せ
た
と
考
え
て
い
る
。

の
時
期
は
寛
文
初
期
～
中
期

の
頃
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
尾
張
藩
が
寛
文
七

(一①
①『
)
年

の
十
二
月
に
キ
リ
シ
タ

ン
検
挙
終
了
を
幕
府
に
報
告
し
て
い
る
こ
と

に
も
よ
る
。

一
図⑨天草四郎陣中旗 ・天

草キ リシタ ン館 寛永14

そ(1637)年

と
こ
ろ
で
、
稲
武
は
湾
岸
部
か
ら
信
州

へ
の
中
継
地

で
あ
り
、
尾
張
か
ら
、
中

山
道

の
恵
那
、
東
海
道

の
三
州
吉
田

(豊
橋
)
と
も
繋
が
る
。
そ
し
て
伊
那
谷
は

　　
　
　
　

 オ
ル
ガ
ン
テ
イ
ノ
神
父
か
ら
受
洗
し
た
京
極

マ
リ
ア
の
関
係

で
キ
リ
シ
タ
ン
と
の

関
わ
り
は
強
く
、
次
男

・
京
極
高
知
は
義
父
毛
利
秀
頼

の
遺
領
を
継
ぎ
文
禄
三
年

(届
逡
)
信
濃
飯
田
の
城
主
と
な
り
、
翌
年
に
高
遠
城
で
洗
礼
を
受
け
た
と
い
う
。

こ

の
伊
那

谷

は
秀
吉

の
と
き

尾
張
清

洲
を
治

め

た
福

島
正

則

と
も
縁

が
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あ
る
。
清
洲
で
は
キ
リ
シ
タ
ン
保
護
政
策

を

取
り
、
関

ヶ
原
の
後
、
安
芸
広
島
藩
49
万
石

を
得
る
が
、
武
家
諸
法
度
違
反
を
問
わ
れ
、

信
濃
国
川
中
島
4
万
5
千
石
に
減
封
さ
れ
る
。

こ
こ
で
の
福
島
の
キ
リ
シ
タ
ン
政
策
は
不
詳

だ
が
、
彼
の
墓
地
の
あ
る
岩
松
院
や
、
小
布

施
界
隈
に
は
逆
手
の
思
惟
観
音
、
双
体
仏

が

多
い
。
こ
の
逆
手
の
思
惟
観
音
と
は
、
通
常

は
右
手
が
頬
に
触
れ
る
の
に
対
し
て
、
左
手

が
頬
に
触
れ
て
い
る
。
こ
の
型
の
観
音
像

は

処
に
よ

っ
て
は
歯
痛
観
音
と
も
呼
ば
れ
、
軽

井
沢
、
小
布
施
、
飯
田
、
足
助
、
知
多
半
島

な
ど
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
双
体
仏

に

つ
い
て
は
稿
を
改
め
る
。

・軽 井 沢 ・62×36

隈 ・二 夕宮 町 ⑬ 東

 

禦

嚇

と
こ
ろ
で
、
碧
南
の
天
衣
と
翼
を
持

つ
観

　　
　
　
　

と
の
交
流
が
考
え
ら
れ
る
。
西
海
賢
二
は
石

麟

嚢

ー

難
懸
鑓

像
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
匠
が
行
者
、
聖
な
ど
を
介
し
て
伝
わ

っ
た
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
こ
と
は
、
各
地
の
石
像
の
意
匠
か
ら
も
理
解
で
き
る
。
た
だ
、
年
代
を
確
定

で
き
な
い
。
特
に
千
手
観
音
、
十

一
面
観
音
の
手
の
彫
ら
れ
方
は
興
味
深
い
。
た

だ
庚
申
は
阿
修
羅
像
の
よ
う
に
肩
辺
り
か
ら
手
が
彫
ら
れ
、
観
音
像
と
は
異
な
る
。

図
⑭
、
⑮
は
守
谷
貞
治
の
石
像
で
江
戸
後
期
に
な
る
が
、
図
⑯
⑰
の
御
嵩
の
愚
渓

　　
　
　
　

寺
、
根
羽
村
の

一
心
寺
は
時
代
は
遡
る
だ

ろ
う
。
北
斎
の
天
井
絵
の
天
使
像
図
⑳

に
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
天
使
像
を
建
福
寺

(高
遠
)
の

さ
だ

じ

千
手
観
音
の
手
に
翼
を
重
ね
て
る
と
考
え
れ
ば
高
遠
石
工
の
守
屋
貞
治
は
北
斎
の

影
響
を
受
け
た
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な

い
。
伊
那
周
辺
の
石
仏
は
十
字
架
を
持

つ
だ
け
で
は
無
く
、
巧
み
に
翼
を
隠
し
て
い
る
も
の
も
有
る

(図
⑱
、
⑲
)
。

翼
を
持
つ
石
像
の
分
布

左から⑩逆手の思惟観音 ・別名歯痛観音 ・泉

⑪小布施 ・六川 ・龍雲寺(42×23)⑫ 豊 田市足

浦 ・越境寺

と
こ
ろ
で
北
斎
は
93
回
も
転
居
を
し
て

い
る
が
荒
井
勉
は
、

こ
れ
を
北
斎

の

「
周

　　
ま
　
　

縁
性
」
「
非
定
常
性
」
と
見
、
彼
が

「無

縁
界
」
に
い
た
証
と
見

て
い
る
。

こ
の
こ

と
は
石
工
と
根
底

で
通
じ
よ
う
。
北
斎
と

守
屋
貞
治
の
接
点
は
不
明
だ
が
、
北
斎
が

江
戸
を
離
れ
、
小
布
施

で
天
使
像
を
描
く

事
は
反
権
力
的
と
言
え
る
。
そ
れ
は
守
谷

に
限
ら
ず
石
工
達
が
故
郷
を
離
れ
御
禁
制

の
十
字
架
を
彫
る
こ
と
に
通
じ
、
禁
制

に

挑
む
こ
と
で
周
縁
的
な
世
界
に
追
わ
れ
た

こ
と
が
十
字
架
を
持

つ
石
仏
、
逆
手

の
思

惟
観
音

(准
豚
観
音
)
な
ど
仏
教

の
儀
軌

に
沿
わ
な
い
も
の
を
江
戸
時
代
中
期
頃
生

む
背
景
と
な

っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

小
布
施
の
岩
松
寺
に
寒
念
仏
供
養
の
碑

(宝
暦
八
年
嵩
㎝c。)
が
あ
る
。
そ
こ
に
T

字
型
の
十
字
架
が
あ
る
。
こ
れ
は
念
仏
供

養

の
撞
木
か
も
知
れ
な
い
が
、
荒
井
は
こ

れ
を
十
字
架
と
見
、
須
坂
の
穴
観
音
、
寿

泉
院
周
辺
の
宗
教
施
設
か
ら
、
福
島
正
則

と
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
関
係
を
考
え
て
い

　　
　
　
　

る
。
た
だ
、
彼
の
見
た
供
養
塔
は
元
文
五

(
一置
O)
年

の
も
の
で
、
筆
者
の
見
た
も

の
よ
り
18
年
古
い
。
こ
の
種
の
念
仏
供
養

碑
、
寒
念
仏
供
養
碑
は
各
地

に
見
る
が
、

繍
端

手

愚

灘 ■贈 懸 翻懸鰹鰹一 左から⑭⑮高遠 ・建福寺。右から二番目⑯御嵩市・愚渓寺、右

左⑱高遠 円通寺 冠に翼、右手に十 ⑰根羽村、一心寺。これらは手が腰辺りから掘られ、光背様の
字架 ・右⑲ 円通寺 ・右肩に天衣の変 が翼に見える。 建福寺のものは守谷貞治作とされ、江戸後期。
形した翼(矢 印)渓 寺、一心寺は年代不明だが、江戸中期か。
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図⑳ 佐野美術館(三 島市)「着衣鬼図」

黙
蒼
諏

撞
木
あ
る
い
は
T
字
型
の
印
を
持

つ
も
の
は

少
な
い
。

天
使
を
描
い
た
北
斎
は
岩
松
院
に

「大
鳳

風
図
」
(小
は
東
町
屋
台
天
井
。
中
は
須
坂

寿
泉
院

の
観
音
堂

の
天
井
画
)
を
納
め

て
い

る
。
鳳
風
は

「聖
天
子
の
出
現
す
る
と
き
に
、

世

に
現
れ
る
」
瑞
獣

(瑞
鳥
と

『
詩
経

』

『春
秋
左
氏
伝
』
『論
語
』)
と
知
る
な
ら
ば
、

福
島
正
則
に
対
す
る
北
斎
の
思
い
が
判
る
。

さ
ら
に
八
九
歳
の
こ
ろ
北
斎
が
描
い
た

『
鬼

　　
　
　
　

図
』
(図
⑳
)
は
興
味
深
い
。
図
に
は
、
僧
衣

懸
薫

.

響
選癖

を
着
た
鬼
の
前
に
酒
徳
利
と
刺
身
の
皿
が
あ

蝉

り
、
こ
の
皿
に
箸
が
二
本
、
交
差
し
て
描
か

、

れ
て
い
ゑ

荒
養

こ
れ
を
+
字
架
と
見

為

…

 酒
徳
利
に
隠
さ
れ
て
い
る
数
珠
を
十
字
架

に

灘

繋
が
る
ロ
ザ
リ
オ
と
見
立
て
て
い
る
。
だ
が
、

「
鬼
図
」

の
僧
衣
、
生
臭
物
、
酒
の
も

つ
暗

図⑳北斎のエンジェル。図=⑳ 豊橋岩屋の観音、花が二段になって

いる。右端図=⑳ は与良木峠、蓮は蕾。

示
性
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
筆
者
は
、
他
に
北
斎
の
天
使
が
持

つ
花
に
注
目
し
て

い
る
。
こ
の
花
は
蓮
に
似
て
い
る
が
、
花
の
首
元
に
葉
が
あ
り
、
蓮
に
似
て
蓮
で

は
な
い
。
花
を
持

つ
石
仏
は
主
に
観
音
だ
が
、
蕾
状
の
蓮
で
あ
る
。
石
仏
に
は
枝

分
か
れ
し
た
花
、
満
開
の
花
を
持

つ
も
の
も
見
る
が
、
別
稿
に
し
た
い
。

石
仏
と

「翼
」
の
問
題
に
も
ど
る
。

翼
が
宗
教
弾
圧
の
抵
抗
を
示
す
象

徴
と
見
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
が
、
反
権
力
的
な
姿
勢
を
示
し

て
い
る
こ
と
は
、
寛
文
元
年

(濃

尾
崩
れ
の
年
)
に
名
古
屋
熱
田
の

円
通
寺
の
孤
舟
和
尚
ら
が
邪
宗
を
(★
註
⑫
)

こ
こ
ま
で
寄
り
道
し
た
の
は
石
仏
が
持

つ

図⑳馬頭観音 ・リボ

ン ・天衣 ・大輪地区・

愛郷 ・44×22

広
あ
た
と
し
て
篠
島
に
流
さ
れ
た
理
由
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
仏
教
的
世
界
に

キ
リ
ス
ト
教
の
要
素

の
例
と
し
て
筆
者
は
石
仏
の
腰
に
あ
る
リ
ボ
ン
状

の
帯
を
考

え
て
い
る
(図
⑳
)。
そ
れ
は
天
衣

の

一
部
と
見
ら
れ
る
リ
ボ
ン
状

の
も
の
だ
が
、

そ
の
姿
は
多
様

で
あ
る
。

こ
の
リ
ボ
ン
を
持

つ
観
音
像
は
各
地
に
あ
る
。
　　
　
　
　

吉
田
藩
主
松
平
忠
利

の
日
記

(寛
永
八
一①
G。一年
十
二
月
二
十
六
日
の
条
)
に
は

　　
　
　
　

キ
リ
シ
タ
ン
久
太
夫
を

「
火
焙
り
に
い
た
し
候
」
と
記
し
て
い
る
。
パ
ジ

ェ
ス
も

こ
の
年
に
尾
張
と
名
古
屋
で
九
人
、
(中
略
)
三
河
に
五
人
、
御
油
に
五
人
、
吉

田
に
二
人
、
牛
久
保
に

一
人
、

マ
ル
ヤ
マ
(○
丸
山

〈
マ
マ
〉
)
に

一
人
、
千
々
岩

(
マ
マ
)

に
二
人
の
殉
教
者
が
で
た
と
し
て
い
る
。
こ
こ
に
キ
リ
シ
タ
ン
の
移
動

が
あ

っ
た
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。
彼
ら
が
海

(平
戸
)
に
向
か
っ
て
い
た
の
か
、

信
濃
か
は
不
明
だ
が
、
彼
ら
が
捕
縛
さ
れ
た
の
が
本
街
道
で
な
い
こ
と
は
興
味
深

い
。
そ
れ
は
彼
ら
を
手
引
き
す
る
存
在
の
可
能
性
を
示
す
が
、
目
的
地
は
判
ら
な

　　
ま
　
　

 い
。
こ
の
街
道
の
周
辺
に

つ
い
て
は
)、
多
様
な
石
仏
な
ど
か
ら
北
設
楽
地
方
を

「宗
教
的
サ
ン
ク
チ

ュ
ア
リ
」
と
捉
え
て
お
き
た
い
。
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(
H
)
愛
知
高
原

の
石
仏

に
見
る
翼

:
:
・
★
羽
布

・
熊
野
神
社
の
三
十
三
観
音

:
:
・

こ
こ
か
ら
愛
知
高
原
の

一
石
三
十
三
観
音
と
、
「翼
」
を
持

つ
像
を
見

て
行
く
。

一
石
三
十
三
観
音
に
は
、
舟
形

光
背
形
の
石
と
角
柱
に
三
十
三

体
の
観
音
像
が
彫
ら
れ
た
も
の

が
あ
る
。
舟
形
光
背
の
観
音
像

は
羽
布
か
ら
、
桜
形
、
井
沢
、

ぜ
ま
ん
ち
よ
う

岡
崎
市
千
万
町
に
、
角
柱
の
も

の
は
新
城
、
東
栄
町
に
あ
る
。

で
六
段
に
分
か
れ
、

と
飛
天
が
彫
ら
れ
、

あ
る
。

れ
て
い
る
。

図⑳豊田市羽布 ・全
体像

 

羽
布
の
石
像

(図
⑳
)
は
全
局
鵬

㎝
巾
52

㎝
の
石

そ
こ
に
三
十
三
体
の
観
音
像
が
あ
る
。
そ
の
最
上
部
に
瑞
雲

そ
の
下
に
三
尊
が
あ
る
。

こ
の
三
尊

の
左
端

に
は

「
翼
」
が

こ
の
三
尊
の
下
に
六
体
の
像
が
各
段
に
六
体
つ

つ
併
せ
て
三
十
三
体
彫
ら

像
は

一
体
が
高
さ
13

㎝
、
巾

8

㎝
だ
が
、
風
化
し
て
い
る
。
最
上
部

に
は
七

つ
の
瑞
雲
に
囲
ま
れ
た
三
観
音
が
あ
り
、
瑞
雲
の
間
に
は
陽
と
月
が
見
え
、

雲
は
見
る
角
度
に
よ
っ
て
飛
天
に
も
見
え
る
。
最
上

部
の
三
尊

(図
⑳
)
は
、
他
地
区
の
三
尊

と
の
検
討

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
左
端
は
立
像
で
合
掌
す
る
が
、

背
中
の

「翼
」
が
よ
く
判
る
。
中
央
は
蓮

(?
)
を
持

つ
こ
と
か
ら
聖
観
音
。
右
端
は
右
手
で
頬
杖
を

つ
く

思
惟
観
音
で
あ
る
。
こ
こ
の
観
音
群
に
は
翼
を
持

つ

も
の
が
十

一
体
あ
る
。
気
に
な
る
の
は
図
⑳
で
、
角

が
見
え
、
手
に
す
る
も
の
が
蓮
華
か
、

棍
棒
(金
剛

杵
)
の
判
別
が

つ
か
な
い
。
仮
に
金
剛
杵
と
す
れ
ば
、

「執
金
剛
神
」
(ヴ

ァ
ジ

ラ
パ
ー
二
)
と
な

り
、

ン
テ
オ
ン
に
な
る
。

翼
を
持
つ
石
像
の
分
布

図⑳羽布の石像 ・最上部の三尊 ・

左端の像 に翼。中央の者が手に

するのは払子(塵 尾)?蓮 の花

 

三
十
三
観
音
の
世
界
は
異
質
の
パ

三
十
三
観
音
像
は
愛
知
高
原

の
岡
崎
付
近
の

桜
形
、
井
沢
、
羽
布
、
千
万
町
に
集
中
し
、
信

州

へ
の
入
口
と
見
え
る
。
各
地

の
三
十
三
観
音

を

つ
な
ぐ
と
、
三
河
湾
沿
岸
か
ら
信
州

へ
の
古

い
交
易
ル
ー
ト
に
な
る
。
三
河
湾
岸
か
ら
本
宿
、

清
崎
を
経
て
新
野
に
向
か
う
、

こ
の
道
筋
が
岡

崎
、
足
助
を
経
な
い
事
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

豊
田
市
羽
布
は
足
助
か
ら
東

の
鳳
来
寺

へ
向

か
う
鳳
来
寺
道
の
南
に
あ
る
。
足
助
か
ら
鳳
来

寺

へ
向
い
、
阿
蔵

(12
キ
ロ
)
を
南
下

半
日
で
行
け
る
。
足
助
か
ら
設
楽
町
四
谷

れ
は
阿
蔵
、

三
河
三
谷
か
ら
本
宿
は
12
キ
ロ
。

(5
キ

ロ
)
す
る
と
羽
布
で
あ
り

(清
崎
)
ま
で
は
約
27
キ
ロ
だ
カ
、

三
都
橋
か
ら
田
峯
を
抜
け
る
道

で
あ
る
。
三
河
湾
側
か
ら
辿
る
と
、

そ
し
て
桜
形
の
専
念
寺
は
η
キ
ロ
で
約
30
キ

ロ

に
な
り
、
ほ
ぼ

一
日
の
行
程
と
な
る
。
専
念

寺
か
ら
、
井
沢
ま
で
は
4
キ
ロ
弱

で
、
四
谷

ま
で
の
距
離
は
変
わ
ら
な
い
。

三
河
湾
の
西
尾
、
高
浜
、

一
色
、
そ
し
て

三
河
三
谷
界
隈
か
ら
、
本
宿
経
由

で
夏
山
～

千
万
町
、
ま
た
は
桜
形
～
千
万
町
へ
は
35
～

45
キ

ロ
に
な
る
。
こ
の
距
離
の
差
は
出
発
点

と
、
目
的
地
に
よ
る
。
三
十
三
観
音
間

の
最

短
距
離
を
探
す
と
古
道
が
現
れ
、
そ
こ
に
寺

や
寺
跡

(廃
寺
)
が
重
な
る
。
こ
こ
に
、

約
40
～
45
キ

ロ
で
あ
る
。

が 一'図 ⑳第三段左の執金剛神?角 が

ほ ある。第六段右端のもの手 にす
こ ぼ るのは塵尾?華 か棍棒か。

図=⑳ 羽布の石像第2,3段 。右、

二段目の三体、三段目右端、一体

おいて翼を持つ。左端のものが執

金剛神?棍 棒か塵尾か、翼が右肩

に見える。

 

古
道
が
想
定

で
き
、
そ
の
間
の
距
離
は

こ
れ
は
二
川
宿
本
陣
資
料
館
が
江
戸
時
代
の
旅
人
は

一

日
に
30
～
40
キ

ロ
歩
く
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

こ
の
距
離
は
平
地
で
の
こ
と

で
、
山
道
を
行
く
者
に
適
応
で
き
る
か
は
不
明
だ
が
、
参
考
に
す
る
。
当
然
の
こ

と
だ
が
荷
物
を
運
ぶ
人
々
の

一
日
の
行
程
先

で
は
、
彼
ら
の
休
養
場
所
が
問
題
と
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翼
を
持

つ
石
像
の
分
布

な
る
。
距
離
か
ら
考
え
て
古
道
脇
の
寺
な
ど
を
彼
ら
の
休
養
拠
点
と
見
た
い
。
荷

を
運
ぶ
こ
と
は
、
農
閑
期
の
賃
稼
ぎ
だ

っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
社
会
状
勢
の
中

で
本
職
化
し
た
と
見
て
い
る
。
彼
ら
が
本
百
姓
で
な
け
れ
ば
、
自
由
度
は
あ

っ
た

で
あ
ろ
う
。
そ
の
こ
と
が
彼
ら
を
周
縁
的
世
界
に
向
か
わ
せ
る
。
ま
た
彼
ら
の
世

話
を
し
て
い
た
者
達
も
、
移
動
し
な
が
ら
要
所
要
所

で
拠
点
を
形
成
し
、
役
人
達

の
詮
索
を
避
け
な
が
ら
住
み
着
い
て
い

っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
物
資
を
送
る
荷
主

が
、
荷
を
運
ぶ
者
達

の
目
標
と
し
て
庚
申

や
、
三
十
三
観
音
を
設
け
、
そ
こ
に
故

郷
を
追
わ
れ
た
人
間
が
集
ま

っ
た
可
能
性

も
あ
る
。

こ
の
背
景
に
は
荷
主
、
荷
受

人
ら
の
問
題
が
あ
る
。

こ
の
三
十
三
観
音

や
庚
申
像
の
他
に
、
鯖
大
師
を
目
標
と

し
て
移
動
し
た
集
団
も
あ

っ
た
と
見
て
い
る
。
特

に
鯖
11
魚
が
、
初
期
キ
リ
ス
ト

教

の
象
徴
イ
ク
ト
ウ
ス
と
見
れ
ば
キ
リ

ス
ト
教
と
の
関
わ
り
が
伺
え
る

(静
岡
県

の
水
窪
に
は
ヤ
マ
メ
を
抱
く
観
音
が
あ
る
)。
ま
た
、
そ
う
い
う
彼
ら
の
世
話
を

繍難瀧認

★

・
…

恰

栄東

河

★

三

/

崎
曜
惹

楽設

獄

楓

ぴ
さ

の
さ

じ
セ

じ
　

げ
ユ

オ
じ

ぱ
じ

　
じ

ほ
サ篠長

ー

本

橋豊

7

橋

ー

ー

ー

藤
ー

顧

猟
」

極

千

山夏

鶯
蔵

★

★

阿

布

形

黛

.

助足

ー

ー
ー

/樟

谷韮　

縮
、嘆
醒

馨
平

崎

松

岡

崎清　布羽も鋤帰闘煕参

東栄町の三十三観音

★があるのは三十三観音のある地点

下慰謙鍵

灘 漏
』下田(諏訪神社)★

奈根 ・河内

参考B・東栄町界隈の 位置関係

三河川合(智蔵院)★

三
河
湾
か
ら
信
濃

へ
の
道
は
、
愛
知
高
原
だ
け
で
な
く
、
豊
川
水
系
も
考
え
な

く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
清
崎
(設
楽
町
)
を
飯
田

へ
の
中
継
地
と
見
る
こ
と
に

あ
る
。
こ
の
清
崎
は
本
長
篠
か
ら
は
18
キ
ロ
、
本
長
篠
は
、
三
ヶ
日
か
ら
23
キ
ロ
。

ま
た
細
江
の
関
所
を
避
け
て
金
指
、
引
佐
で
は
22
キ

ロ
に
す
ぎ
な
い
。
問
題
は
、

水
路
と
陸
路

の
利
便
性
だ
が
、
荷
受
人
の
確
保
を
考
え
れ
ば
三
河
三
谷
～
小
坂
井

～
本
長
篠
の
方
が
安
定
す
る
。
ま
た
三
河
湾
を
北
上
す
る
本
宿
、
桜
形
、
千
万
町

か
ら
清
崎

の
道
は
リ
ス
ク
は
少
な
か

っ
た
か
、
荷
受
人
か
の
問
題
で
あ
り
、
こ
こ

猿嚇臨蜘三

駅棘凪

嚢

篠長本

し
て
い
た
人
達
を
繋
い
だ
の
が
出
稼
ぎ
の
石
工
達
か
も
知
れ
な
い
。
荷
運
び
人
達

を
受
け
入
れ
る
空
間
は
、
ジ
ン
メ
ル
の
言
う
日
常
的
な
付
き
合
い
の
外
側
に
い
る

　　
　
　
　

異
人
ら
を
迎
え
る
場
所

で
も
あ

っ
た
。
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に
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
を
避
け
た
尾
張
、
清
洲
の
商
人
と
の
関
係
を
考
え
た
い
。

と
こ
ろ
で
本
宿
に
は
問
題
と
な
る
石
仏

は
見

つ
か
ら
な
か

っ
た
が
、
東
海
道
の

宿
場
町
と
し
て
当
然
か
も
知
れ
な
い
。
だ
が
街
道
か
ら
離
れ
た
安
城
界
隈
で
は
子

　　
　
　
　

安
地
蔵
を
祀
る
地
域
が
多
い
。
そ
の
理
由
を

『
安
城
の
石
仏
』
は
浄
土
真
宗
に
結

び

つ
け
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明

で
き
な
い
。

・
・…

★
専
念
寺

の
三
十
三
観
音

…

:

さ
て
、
羽
布

の
南
、
約
10
キ

ロ
に

あ
る
桜
形

の
専
念
寺

の
三
十
三
観
音

像
に
は
宝
暦
九
年

(一誤
⑩)

の
銘
が

あ
る
。
し
か
し
装
飾
は
な
い
。
羽
布
、

千
万
町
と
井
沢
に
は
瑞
雲
と
飛
天
の

飾
り
が
あ
る
が
、
専
念
寺
に
は
な
い
。

は
石
工
の
違
い
か
石
材

の
大
き
さ

莇
、
千
万
町
陛
m
、
井
沢
H
98
、

皿

㎝
)
に
依
る
の
か
は
判
ら
な
い
。

こ
れ

(羽
布

目

専
念
寺

11

だ
が
、

上
段
に
は
三
尊
が
十

一
面
観
音

・
聖
観
音

・

思
惟
観
音
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

殊

に
、
こ
の
十

一
面
観
音
の
手
は
翼
に
見
え
る
。

千
万
町
の
上
段
の
像
は
問
題
が
あ
る
の
で
深

く
触
れ
な
い
で
お
く
。
北
設
楽
郡
東
栄
町

の

小
田
敷
峠
の
上
段
の
三
体
は
立
像

で
あ
り
、

合
の
智
蔵
院
は
三
体
と
も
十

一
面
観
音
だ
が
、

尊
に
翼
が
あ
る
。
翼
を
持

つ
石
像
は
羽
布
、

た
だ
、

つ
の
像
が
彫
ら
れ
、
三
十
三
観
音
で
あ
る
が
、

に
翼
が
見
ら
れ
る
。

座
像

の
思
惟
観
音
は
な
い
。

右
端
が
座
像
で
あ
る
。
し
か
も
三

専
念
寺
、
井
沢
、
千
万
町
で
見
る
。

千
万
町
の
も
の
は
最
上
段
が
五
尊

で
六
尊
に
も
見
え
る
、
四
層
に
七
体
ず

他
と
は
異
な

っ
て
い
る
。
十

一
体

翼
を
持
つ
石
像
の
分
布

=図 ⑳専念寺。最上部の三尊 ・十

河 一面観音、聖観音、思惟観音。宝

川 暦九(1759)年 。

一
図⑳専念寺の観
音

・
・…

★
井
沢
の
観
音
像

(庚
申
堂
脇
)
●

●

●

●

●

こ
の
桜
形

の
東
、
4
キ

ロ
が
井
沢
で
あ
る
。
観
音

像
は
庚
申
堂
脇
に
あ
る
。
こ
の
庚
申
堂
か
ら
、
山
中

に
入
る
道
が
あ

っ
た
い
う
。
本
宿
か
ら
は
額
田
の
夏

山
、
華
蔵
寺
か
ら
北
上
す
れ
ば
桜
形
を
通
ら
ず
に
着

け
、
夏
山
か
ら
千
万
町
町
郷
家

へ
は
1ー
キ
ロ
に
な
る
。

井
沢
を
北
上
す
れ
ば
13
キ

ロ
で
羽
布
に
な
り
、
羽
布

～
千
万
町
は
約
10
キ

ロ
。
井
沢
か
ら
千
万
町

へ
は
東

に
8
キ
ロ
で
、

こ
の
地
区
の
観
音
像
は
全
て
徒
歩
二

～
三
時
間
圏
内
に
あ
る
。
井
沢
の
観
音
像
は
風
化
し

灘灘 鰻
購畿 難 灘
図⑳専念寺・第3段 の左 ・4段 の

右、翼がある。

 

て
判
り
に
く
い
が
上
部
に
礼
拝
す
る
二
体
の
飛
天
が
あ
り
、
そ
の
間
に
三
尊
が
あ

る
。
三
尊
の
左
は
合
掌
す
る
十

一
面
観
音
で
、
翼
は
不
明
瞭
だ
が
あ
る
。
中
央
は

華
を
持

つ
聖
観
音
だ
が
、
華
は
枝
分
か
れ
し
て
い
る
。
右
端
は
座
像

で
思
惟
観
音

で
あ
る
。
こ
れ
は
羽
布
、
専
念
寺
と
同
じ
三
尊
構
図
だ
が
、
飛
天
の
姿
は
独
特

で

あ
る
。
井
沢
の
観
音
像

で
は
九
体
が
翼
を
有
し
て
い
る
。

・
:
:
★
光
福
寺
の
三
十
三
観
音

ぜ

ま
ん
ち
よ
う
ち
よ
う

(千
万

町

町
)
●

●

●

●

●

井
沢
か
ら
東
、
8
キ
ロ
に
光
福
寺
跡
地

(千
万
町

こ
う

か

町
郷
家
)
が
あ
る
。
そ
こ
の
野
仏

の
中
に
観
音
像
が

あ
る
。
光
福
寺

〈弘
福
寺
と
も
記
す
〉
は
、
文
政
の

頃

(一〇〇].○◎～
一
〇〇Go
一)
山
崩
れ
で
埋
ま

っ
た
と
言
う
。

こ
こ
の
三
十
三
観
音
に
は
安
永
三
年

(嵩
隷
)

の
銘

が
あ
る
。
観
音
像
の
上
部
に
は
飛
天
が
彫
ら
れ
羽
布

に
似
て
瑞
雲
、
飛
天
は
特
徴
的
で
あ
る
。
翼
を
持

つ

図⑫井沢 ・最上段 には脇 に飛

天、三尊,二 段 目両脇端は翼

を有する。
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翼
を
持

つ
石
像
の
分
布

観
音
像
は
専
念
寺
、
羽
布

の
熊
野
神
社
、

光
福
寺
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
が

「翼
」

を
比
較
す
る
だ
け
で
も
興
味
深
い
。
特
に

羽
布
に
は
浄
土
宗
西
山
深
草
派

の
説
教
所

が
あ

っ
た
と
い
い
、
安
政
四
年

(一c。α
c。)

の
銘

を

持

つ
名

号

石

に

は
慈

本

、

徳
住

(字
体
か
ら
は
徳
本
)
の
名
号
が
あ

る
。
堂
は
伊
勢
湾
台
風
で
崩
壊
し
た
。

(
皿
)
愛
知
高
原
北
部

・
東
栄
町
の
三
十
三
観
音

図⑳井沢、第二段 目右

端 ・翼

 

こ
こ
ま
で
愛
知
高
原
の
三
十
三
観
音
を
概
説
し
た
が
、
千
万
町
か
ら
次
に
こ
の

種
の
観
音
が
現
れ
る
の
は
、
東
に
約
60
キ

ロ
離
れ
た
三
河
川
合

の
智
蔵
院
に
な
る
。

智
蔵
院
は
別
所
街
道
に
接
し
、
千
万
町
か
ら
は
二
日
ほ
ど
の
行
程
に
な
る
。
こ
こ

楽
郡
東
栄
町
に
六
体
あ
り
、
四
体
は
角
柱
、

一
体
は
舟
形
光
背
で
あ
る
。

年
代
順
に
観
音
像
を
並
べ
て
み
る
(愛
知
高
原
の
も
の
も
含
め
て
お
く
)

①
享
保
五
年

(一詞
O)
《角
柱
》
小
田
敷
峠

・
東
栄
町
西
園
目

②
宝
暦
九
年
専
念
寺

(H誤
⑩)
(
一
石
)
岡
崎
市
桜
形

③
宝
暦
十

一
年

(嵩
①
一)
《角
柱
》
智
蔵
院

・
新
城
市
川
合

④
明
和
四
年

(嵩
①
刈)
《角
柱
》
旧
正
法
寺
跡

・
東
栄
町
三
輪

明
和
四
年

(嵩
①
刈)
(
一
石
)
中
村
観
音

・
東
栄
町
月

(清
平
寺
)

⑤
安
永
三
年

(嵩
置
)
(
一
石
)
旧
光
福
寺

・
千
万
町
町

⑥
天
明
二
年

(嵩
G。N)
《角
柱
》
観
音
堂

・
東
栄
町
下
田

(諏
訪
神
社
)

⑦
文
化
十
三
年

(ド○。
ド①)
《角
柱
》
御
園

・
東
栄
町
御
園
久
保

⑧
年
代
不
明
〈
角
柱

〉
八
王
神
社

・
東
栄
町
下
柿
野

(公
民
館
前
)

年
代
不
明
熊
野
神
社

・

(
一
石
)

・
豊
田
市
羽
布

年
代
不
明
庚
申
堂
脇

・

(
一
石
)

・
岡
崎
市
井
沢

つ
ま
り
小
田
敷
峠
の
観
音
像
が
最
古
と
な
る
。
だ
が
、
小
田
敷
は
東
栄
の
町
か

ら
離
れ
た
山
中
に
あ
り
、
こ
の
地
の
持

つ

図⑮光福寺石仏の上部 ・装飾部分

に飛天が二人と、雲間にも飛天が

認められる。飛天の下に五尊が、

七尊が四層である。

 

体
、
そ
し
て
左
に
!0
体
と
い
う
構
造
で
あ
る
。

有
す
る
も
の
が
見
え
な
い

(言
い
方
を
変
え
れ
ば
十

一
面
観
音
が
な
い
)
。

こ
と
は
、
享
保
五

(一謡
O)
年

の
小
田
敷
峠
か
ら
39
年
後
の
宝

暦
九

(一誤
⑩)
年
の
岡
崎
の
専

念
寺
の
39
年
の
問
に
翼
を
も

つ

観
音
像
が
生
ま
れ
た
こ
と
に
な

る
。
豊
田
市
羽
布
、
東
栄
町
下

意
味
が
興
味
深
い
。
こ
こ
は
三
河
川
合
の

智
蔵
院
、
東
栄
町
三
輪
の
旧
正
法
寺
か
ら

見
て
も
不
思
議
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
小
田
敷
峠
の
観
音
は
不
思
議
な
彫
ら

れ
方
を
し
て
い
る
。
そ
れ
は

一
つ
一
つ
の

像
の
左
に
番
号
が
振
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
重
複
す
る
番
号
も
あ
り
、
不
思
議

で
あ
る
。

一
番
は
角
柱
左
の
十
体
の
中
に

あ
る
。
観
音
像
は
正
面
に
12
体
、
右
に
11

ま
た
こ
こ
の
観
音
像
に
は
、
翼
を
こ
の

図⑯小田敷峠
十二体が三面にある。
正面
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柿
野
は
年
代
不
明
だ
が
、
翼
の
形
か
ら
年
代
を
推
定
は
可
能

で
あ
る
。

★
新
城

・
智
蔵
院
の
観
音
に

つ
い
て

智
蔵
院
は
本
長
篠
か
ら
北
15
キ
ロ
に

あ
る
。
こ
こ
は
乳
岩

へ
の
入
り
口
で
あ

り
、
宇
連
川
を
上
れ
ば
設
楽
町
神
田
に

繋
が
る
。
こ
の
北
、
7
キ

ロ
に
東
栄
町

三
輪
の
旧
正
法
寺
の
観
音
が
あ
り
、
三

輪
か
ら
小
田
敷
峠

へ
は
浦
川
経
由
で
15

キ

ロ
。
だ
が
奈
根
か
ら
山
越
す
れ
ば
下

田
で
も
15
キ

ロ
で
あ
る
。
小
田
敷
峠
の

観
音
と
智
蔵
院
で
は
享
保
五

(一
謡
O)

が
あ
る
。

が
少
な
か

っ
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

新
し
く
、
次
は
三
輪
、
月
、
下
田
と
な
り
、

図⑰三河川合 ・智蔵院

正面の一部

 

年
と
宝
暦
十

一

(嵩
曾
)
年

で
41
年

の
差

こ
の
時
間
差
は
本
長
篠
か
ら
北
上
す
る
別
所
街
道
に
、
商
業
的
な
利
点

智
蔵
院
の
観
音
は
小
田
敷
よ
り
も
四
十
年

御
園
は
下
田
よ
り
も
34
年
遅
く
な
る
。

智
蔵
院
の
観
音
は

一
体
ず

つ
蓮

の
花
弁
状

の
寵
に
彫
ら
れ

(図
⑳
)
、
各
段
に

三
体
ず

つ
、
正
面
に
十
二
体
、
右
に
九
体
、
そ
し
て
左
側
に
十
二
体

(12

"
9

…

12
)
あ
る
。
こ
れ
は
小
田
敷

(図
⑳
)
の

(
12

"
11

"
10
)
と
も
違
う
。
小
田
敷

峠

の
像

に
翼
を
持

つ
も
の
は
な
か

っ
た
が
、
智
蔵
院
で
は
十
三
体
が
翼
を
有
し
て

い
る
。

こ
の
十

一
面
観
音
の
背
面
の
手
を

ク
ロ
ス

・
モ
ー
リ
ン
ー1
風
の
風
車
の
十

字
架

と
見

る
の
で
あ

る
。

音東
左

見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ

曲

⑱
(

の
小
田
敷
に
近
い
の
が
5
キ

,

選

・.・
、
黛

図
堂

翼
を
持
つ
石
像
の
分
布

ロ
西
の
下
田
の
諏
訪
神
社
の
観
音
像

で
あ
る
。

こ
こ
の
像
は
各
面
に
十

一
体

(3

"
4

"
4
)
(図
⑳
)
が
彫
ら
れ
、
そ
の
二
十
二
体
に
翼
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

★
八
王
神
社
(柿
野
)と
中
村

の
観
音
(月
)
に
つ
い
て

智
蔵
院
か
ら
は
下
田
に
も
、
三
ツ
瀬
経
由

で
柿
野
の
八
王
神
社
、
月

へ
も
行
け

る
。
柿
野
の
八
王
神
社
の
観
音
像
は
角
柱

で
三
面

に
十

一
体
が

(
2

"
3

"
3

"

3
)
の
四
層
に
彫
ら
れ
て
い
る
。
翼
を
持

つ
の
は
正
面
の
七
体
、
右
面
の
六
体
、

左
面
の
三
体
(計
十
六
体
)

で
あ
る
。

こ
れ

ま

で
触

れ

な

か

っ
た

が

、

野

の
庚

申

像

は

貞

享

四

(一
①
。。
。。
)

年

の
銘

を

持

ち
、

観

音

よ

り

も

古

い
。

東

栄

町

最

古

の
庚

申

碑

は
天

和

(
一
①

。。
O
)

年

間

と

い
う

。

地

内

の
庚

申

像

は
総

数

33
体

(未

詳

10
体

)
、

貞

享

年

間

(
一
①
○。
心
)
は

9
体

、

元

禄

(
一
①
。。
。。
)

　　
　
　
　

3
体
、
宝
永

(嵩
O心
)
は
!
体
の
庚
申
が
あ
る
。

こ
の

こ
と
は
庚
申
の
方
が
、
小
田
敷
峠
の
観
音
、
享
保
5
年

(
一謁
O
年
)
よ
り
も
32
年
古
く
、
庚
申
と
観
音
の
関
わ

各
観
音
像

の
近
く
に
は
庚
申
像
が
あ

っ
た
。
柿

図⑲柿野 ・八王神社の観音 ・正面 ・

右側 。右図⑳右側の背に翼状彫 り

物を持つもの

り
が
問
題

と
な
る
。

中
村
観

音
の
上
部

に
は
蕨
手

の
彫
り
物

が
あ
る
。

ま
た
三
尊

の
両
脇
に

梵
字
バ
ン

1＼ ＼

図⑳中村観音 ・最上部 ・蕨手のレリーフ梵字は バン?(大 日如

来)と キ リーク(千手観音)
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翼
を
持
つ
石
像
の
分
布

(大
日
如
来
)
と
キ
リ
ー
ク
(千
手
観
音
)
図
⑪
が
あ
る
。
中
村
観
音
(明
和
四

〈嵩

①
刈〉
)
は
上
部
に
三
尊

(十

一
面
観
音

・
聖
観
音

・
思
惟
観
音
)
が
あ
り
、
そ
の

下
の
六
層
に
五
体
の
三
十
体
が
あ
る
。
翼

は
十
五
体
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
の
観

音
像
の
翼
は
羽
布

・
桜
形

・
千
万
町
と
同
じ

「翼
」
の
形
で
あ
る
。

★
像
に
彫
ら
れ
た
翼
(羽
)
を
考
え
る

今
回
、
三
河
高
原
の

一
石
三
十
三
観
音

の
翼
を
持

つ
像
に
注
目
し
た
が
、
観
音

像
が

「翼
」
を
持

つ
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
、
天
使
的
な
も
の
と
見
れ
ば
、
隠
れ

キ
リ
シ
タ
ン
と
の
関
わ
り
は
否
定
で
き
な
い
。
十

一
面
観
音
の
脇
の
手
を
筆
者
は

翼
と
見
立
て
て
い
る
が
、
異
論
は
あ
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
図
⑫
～
⑭
を
見
れ
ば

「翼
」

で
あ
る
こ
と
は
明
白

で
あ
る
。
六
体

の
首
か
ら
腕
に
か
け
て
ス
ト
ー
ラ
状

の
彫
り
物
も
問
題
に
な
る
。
ま
た
、
こ
れ
ほ
ど
具
体
的
で
は
な
い
が
、
伊
那
市
、

美
濃
太
田
や
可
児
市
に
も
翼
型
の
天
衣
を
纏
う
石
像
が
あ
る
。
特
に
美
濃
太
田
や

可
児
市
は
濃
尾
崩
れ
で
多
く
の
キ
リ
シ
タ

ン
が
処
刑
さ
れ
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
。
石
像

の
天
衣
が
蝶
の
形
に
彫
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

特
に
、
可
児
市

の
愚
渓
寺
に
は
そ
の
よ

う
な
観
音
像
が
多
い
こ
と
は
、図⑫羽布 ・豊田

市 ・最上段 ・左 生

年代不明 姦

 

崎
宝
岡
段
年

難
四

⑮
形
九

図
桜
暦

図⑬左 ・光福寺 ・岡崎市千万町安永三

(1774)年 ・図⑭ 右 ・中村観音 ・東栄町

月 ・明和四(1767)年

り
身
を
隠
し
た
キ
リ
シ
タ
ン
の
意
思
表
示

と
考
え
て
い
る
。
寛
文
七
年
の
検
挙
終
了

(濃
尾
崩
れ
の
結
末
)
が
幕
府
に
報
告
さ

れ
た
四
四
年
後
の
正
徳
元

(一
刈二
)
年
に

7
0
0
名
余
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
捕
縛
さ
れ

た
こ
と
が
、
尾
張
部
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
存

在
を
示
し
て
い
る
。

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+
註

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

+

図⑯中村観音・左は十一面観音

か?二 尊とも翼があると言える。

意図的な作り方であると言える。

 

★
註
①
拙
論

日
「石
仏
幻
想
の
路
1
⊥
二
信
遠

に
キ
リ
シ
タ
ン
文
化
を
探
し
て
i

」

『
言
語

・
文
学

・
文
化
』
第

14
号

(通
巻
73
号
)
東
海
学
園
大
学

〈b。O
ぱ
〉
、
「
石

仏
に
見
る
隠
さ
れ
た
背
景
」
『
東
海
仏
教
』
第
60
輯

平
成

27
年

東
海
印
度
学

仏
教
学
会

鱒O
嵩
な
ど

★
註
②

若
杉
慧

『
野

の
佛
』
平
凡
社
8
一①
』
所
収

12
、

13
番

上
天
弥
勒
仏

(板
橋
乗
蓮
寺
)
と
し
て
載
せ
て
い
る
が
、
『
石
佛
の
運
命
』
目
耳
社

昭
和
四
十

八
年

(一⑩
お
)

の
グ
ラ
ビ
ア
の
6
番
も
同
じ
で
あ
る
。

★
註
③

(拙
論

"

「木
喰
の
立
木
仏

・
子
安
観
音

・
子
安
地
蔵
か
ら
考
え
る
」

『言
語

・
文
学

・
文
化
』
第
19
号
通
巻

78
号
東
海
学
園

令
和
2

〈b。
ON
O>
年
)

拙
論

「
東
海
地
方
に
見
る
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
痕
跡
」
『東
海
仏
教
』

東
海
印
度

学
仏
教
学
会

第
63
輯

平
成
三
十

(b。
〇一
。。)
年

北
斎

の
有
翼
天
使
像
は
長
野

県
小
布
施

北
斎
館
収
蔵
の
上
町
屋
台

の
天
井
画
に
あ
る
。

★
註
④
横
山
住
雄

『尾
張
と
美
濃
の
キ
リ
シ
タ
ン
』
中
日
出
版
社

昭
和

54
年

(H⑩謬
)
凶
箪
～
鱒㊤
含

★
註
⑤
浅
井
久
政
の
娘
と
伝
わ
る
が
、
実
名
は
不
明
。
娘
の
竜
子
は
秀
吉
の
側
室

と
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
キ
リ
シ
タ
ン
禁
制
下
で
も
大
目
に
見
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
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次
男
高
知
は
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、
羽
柴
性
を
許
さ
れ
、
文
禄
2
年

(嵩
⑩
G。年
)、

義
父
毛
利
秀
頼
の
遺
領
を

(秀
頼
の
実
子
秀
秋
を
差
し
置
い
て
)
任
さ
れ
、
信
濃

飯
田
城
主
と
し
て
6
万
石
を
領
し
、
従
四
位
下
侍
従
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
ま
た
、
領

内

に
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
を
許
可
し
、
自
身
も
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
る
。

★
註
⑥
福
尾
猛
市
郎
、
藤
本
篤

『福
島

正
則
i
最
後

の
戦
国
武
将
』
中
公
新
書

(一
⑩⑩
⑩)
一呂
～
一密
薯

★
註
⑦
西
海
賢
二

『
念
仏
行
者
と
地
域
社
会
ー
民
衆
の
中
の
徳
本
上
人
ー
』
大
河

書
房

b。O
O。。

一書

★
註
⑧

荒
井
勉

『
北
斎

の
隠
し
絵

ー
晩
年
の
肉
筆
画

へ
の
執
念
を
解
く
ー
』

〉
〉
出
版

一⑩。。⑩

荒
井
が
注
目
し
た
視
点
は
北
斎
の
社
会
に
お
け
る
立
ち
位
置
で
あ
る
。
荒
井
は
北

斎
が
社
会
の
周
縁
に
生
き
た
人
物
と
見
て
い
る
。
こ
れ
は
逆
に
見
る
な
ら
ば
キ
リ

シ
タ
ン
と
し
て
の
意
識
を
周
囲
に
漏
ら
さ
な
い
よ
う
に
生
き
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。

彼

に
は
シ
ー
ボ
ル
ト
と
の
関
わ
り
も
在

っ
た
と
い
う
。

★
註
⑨
山
口
昌
男

『
文
化
と
両
義
性
」

岩
波
書
店

一⑩
誤
。
『知

の
祝
祭
i
文

化

に
お
け
る
中
心
と
周
縁
』
青
土
社

一⑩
ミ
。
山
口
は
中
心
に
位
置
す
る
権
力
者

と
周
縁
部

に
追
わ
れ
た
人
々
の
こ
と
を
扱

い
、
権
力
側
は
異
質
な
人
々
を
共
同
体

の
周
縁

に
追
い
や
ろ
う
と
す
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
権
力
に
迎
合
し
な
い

「無

縁
も
の
」
と
呼
ば
れ
る
人
々
の
排
除
で
あ

る
。
「無
縁
」
に
つ
い
て
は
、
網
野
善

彦
は

『無
縁

・
公
界

・
楽
』
平
凡
社
お
刈。。

で

「文
学

・
芸
能

・
美
術

・
宗
教
等
々
、

人

の
魂
を
揺
る
が
す
文
化
は
、
み
な
こ
の

『無
縁
』
の
場
に
生
ま
れ
、
『
無
縁
』

の
人
々
に
よ

っ
て
担
わ
れ
て
い
る
」
と
い
う
。
そ
う
い
う
視
点
で
見
る
と
馬
匹
輸

送
に
関
わ
る
者
達
は
周
縁
と
周
縁
と
を
繋
ぐ
役
割
を
担

っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

★
註
⑩
荒
井
勉

・
前
掲
書

一。。
心頁

★
註
⑪
静
岡
県
三
島
の
佐
野
美
術
館
蔵

紙
本
着
色

「着
衣
鬼
図
」
(嘉
永
元
年

・

一。。癖
。。)
北
斎
八
九
歳

の
も
の
と
あ
る
。
荒
井
勉
は
前
掲
書

一〇
ら頁

★
註
⑫
横
山
住
雄

横
山
住
雄

『
尾
張
と
美
濃
の
キ
リ
シ
タ
ン
』
中
日
出
版
社
昭

和

54
年

(一⑩
謬
)
謬
。。b
『正
事
記
』
、
こ
の
他
に
①
㎝b
に
は

翼
を
持

つ
石
像
の
分
布

寛
文
元
年
二
月
二
十
二
比
馬
嶋
蔵
南
坊
(後
の
明
眼
院
)
住
職
篠
島
配
流

々

四
月
十
九
日
熱
田
円
通
寺

孤
舟

々

々

々

十
二
月
二
十
八
日
清
洲
神
明
社
神
主
加
藤
宮
内

遠
島

(視
聴
実
記

四
))
鶴
舞
中
央
図
書
館

と
あ
り
、
尾
張
藩
内
の
重
臣
武
家
と
キ
リ
シ
タ
ン
と
の
関
わ
り
を
覗
う
記
述
が
あ
る
。

★
註
⑬

『
と
よ
は
し
の
歴
史
』
豊
橋
市

「吉
田
藩
主
松
平
忠
利
の
日
記

(寛
永
八

年
十
二
月
二
十
六
日
の
条
)」
一〇
甘

一⑩⑩
①

★
註
⑭

『
日
本
吉
利
支
丹
宗
門
史
』
(下
)
岩
波
文
庫

一
⑩。。
G。
(第

10
刷
)

(一Φ

お
)
NO
甘

註
四
。
寛
永
8
年
の
条

(一①
曽
)
に
あ
る
。

★
註
⑮

拙
論

「石
の
仏
に
見
る
隠
さ
れ
た
顔
-
見
立

て
と
い
う
視
点
か
ら
考

え
る
ー
」
(石
仏
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
⑪
)
『言
語

・
文
学

・
文
化
』

第
18
号

(通

巻
七
十
七
号
)
東
海
学
園
大
学
」
平
成
31
年

(b。O
一⑩)
)。

★
註
⑯
西
海
賢
治

『
念
仏
行
者
と
地
域
社
会
-
民
衆
の
中

の
徳
本
上
人
-
大
河
書

房
b。O
O。。

竃
頁
)。
彼
ら
と
と
も
に
石
工
の
中
に
は
道
標
、
目
標
と
し
て
石
仏
を

造

っ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
石
仏
造
立
の
必
要
性
を
説
き

(註

前
掲
書

西

海

15
頁
)
、
点
と
点
、
物
と
物
、
物
と
人
、
人
と
物
を
繋
ぐ
役
割
を
担

っ
て
い

た
、
と
し
て
い
る
。

★
註
⑰

安
城
の
歴
史
を
学
ぶ
会

『安
城
の
石
仏
』

昭
和

54
年

(一⑩
謬
)』

★
註
⑱
高
田
茂

『
聖
母

マ
リ
ア
観
音
』
立
教
出
版
会

昭
和
四
十
七
年

(一⑩
器
)

第

U
図

餅
頁
で
言
う
ク

ロ
ス
・
モ
ー
リ
ン
H
風
の
風
車
と
見
立
て
る
。

★
註
⑲

『
東
栄
の
石
仏
』
編

・
東
栄
町
文
化
財
審
議
会
石
仏
編
集
委
員
会

86
頁

昭
和
54
年

一47一


